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2018年 3月期博士論文 
14-19世紀東アジアにおける中国秩序と対外情報の曲筆 
東アジア文化研究科  年旭 
 
論文要旨 
14世紀における中国を中心とする東アジア秩序が成立して以降、その秩序は 19世紀に
至るまで東アジア地域において長く維持されていた。しかし、その秩序はずっと安定した
状態ではなく、16 世紀後半の後期倭寇や文禄・慶長の役を代表とする秩序内部からの日
本の挑戦や、19世紀以降の西洋衝撃に伴った秩序外部からの西洋の挑戦が存在していた。
中国を中心とする東アジア秩序もその内外からの挑戦を克服しながら、19 世紀に至って
長期に維持されていた。このような国際関係の中で、明初期の明日関係の成立・寧波の役
後の明日関係の破綻・後期倭寇期の遣明船の断絶・文禄・慶長の役期の三国戦争・明清交
替後の停滞した中日関係・島津氏の琉球侵攻後の朝貢体制の変容・アヘン戦争後の中華朝
貢体制の動揺・琉球処分期の中国朝貢体制の破綻などいつくかの中国を中心とする東アジ
ア秩序を動揺させた重要な変容期が見られる。14-19世紀における東アジア世界の国際関
係も各変容期の不安定状況を克服し、断続的に推移していた。このような不安定の時期に
おいて東アジア地域の各国は中国や周縁諸国から様々な情報を収集し、各自の対応策を模
索した。しかし、各国がどのような情報を収集していたかはこれまでの研究では充分に明
らかにされていない。特に変容期において中国は、東アジアにおける国威を維持するため
に諸外国と関連する情報を曲筆として隠蔽し改竄し、東アジア諸国も中国から曲筆された
情報を獲得した後に、国際関係の状況によってさらに曲筆していた。このような曲筆され
た情報があったことは殆ど注目されていない。 
そこで、本論文は東アジア世界が前近代から近代への推移の過程において、激動的な各
変容期に出現した情報の曲筆に関する問題を解明し、これらの解明を通じて、前近代から
近代へ推移する東アジア世界の国際関係の実態を明らかにするものである。 
 
序章 14世紀東アジアにおける中国秩序の成立と対外情報の曲筆 
これまでの研究は明の対日本詔書のみに依拠し、明が日本との国交樹立の最大の目的が
倭寇禁圧のためであったと考えられ、またこの目的から明初の明日関係史を解釈されてき
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た。しかし、同時期に諸国へ送った各詔書を対比すれば、恐らくそうではないことが知ら
れる。明は中国を統一する戦争中に、諸国が元へ臣服しないことを元の中華世界支配の非
正統性の表現と宣伝した。この方面で、元に臣服した他の国よりも元寇と戦って臣服しな
かった日本は、元の正統性を否定した代表国と明より宣揚された。このため、明は日本の
臣従朝貢を速く招来するために、対日本詔書に書いた情報を曲筆し、懐良親王を日本国王
と認定した。それ以後の明日関係史もその基点から展開することになる。 
 
第一篇 16世紀東アジアにおける中国秩序と対外情報の曲筆 
第一章 袁璡の日本逃亡情報と 16世紀中葉の明日関係 
1523 年に明の寧波に到着した細川氏の朝貢使団は、明の市舶司等への賄賂を通じて前
に到着した大内氏の使団より、先に入港検査された。これに激怒した大内方は紹興まで細
川氏を追撃した後に日本へ逃走した。この寧波の乱は「明日関係の破綻、後期倭寇の開始」
という画期的な事件と見られている。しかし、大内方に連れられた被虜武官袁璡のことを
分析すると、袁璡は被虜人ではなく、動乱中に大内方の追撃を案内し、恐らく罪を隠匿し、
大内方と共に日本へ逃亡した。明は東アジアにおける国威を維持するため、琉球の仲介に
より袁璡の送還を要求した外交文書に袁璡を被虜武官と記し、大内方も袁璡の裏切りを宣
揚しなかった。寧波の乱の後に日明両国が袁璡の逃亡情報に協力隠蔽したことにより、表
面から見れば明日関係が寧波の乱の後に罅が入るが、実は暗中に円滑的に運営されていた。 
 
第二章 嘉靖 37年琉球冊封使呉時来の密命と明琉関係 
嘉靖 37 年に琉球の冊封要請に応じて呉時来を琉球冊封正使と任命した。しかし、約 3
ヶ月の後に琉球冊封正使は『重編使琉球録』の著者郭汝霖に変更され、呉時来が流滴され
た。これまでは郭汝霖の記録により冊封使変更の理由を理解されてきたが、呉時来の相関
史料によって呉時来は「冊封の契機を利用し、琉球の仲介によって日本へ倭寇禁圧の要求
を伝える。日本が聞かない時は琉球と聯合して倭寇を攻撃する」との密命を受けていたと
考えられる。呉時来がこの密命を漏洩したため流滴された。琉球は恐らくこの密命を婉曲
に断った。このように後期倭寇時期の中琉関係の動揺が呉時来の冊封使任命の経緯から見
られるのである。 
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第三章 嘉靖大倭寇期の明日交渉と東アジア海域秩序の変容 
嘉靖大倭寇期に、明の遣使招来によって大友氏を中心とする勢力は明に朝貢したが、明
に拒否された。その結果として長年の遣明船もここから断絶したことはこれまでの研究に
よく知られている。しかし、日本のみならず、この時期の明の日本遣使は東アジア諸国に
どのような意味を持っていたのかは充分に検討されていない。対馬藩は明の遣使情報を朝
鮮に伝え、日朝貿易条約の改訂を要求した。以前に改訂を同意しなかった朝鮮は、恐らく
この情報の影響を受けてのちほど同意した上、明の遣使を倭寇に対する屈服和解と理解し
国内では明の遣使情報を隠蔽した。またよく知られていないのは、遣明船が断絶した後に
明は朝鮮や琉球の仲介による遣明船を再招来する配慮があった。この計画は最終的に中止
されたが、計画により、明から見れば遣明船の断絶時期は従来の説よりもっと後の時期で
あると見られる。またここで大友氏使団の中国活動も補足した。 
 
第二篇 17世紀前後東アジアにおける中国秩序と対外情報の曲筆 
第四章 文禄・慶長の役と東南アジア：明の東アジア秩序の再構築             
文禄・慶長の役期において、日本からの挑戦に直面する明は、日本以外の東アジア諸国
と連携して日本へ対抗する策を取った。そこで登場したのは、東南アジア諸国や琉球に命
じて明を助力する参戦議案である。しかし、実行中にその議案の実現が困難であったと見
られた。明は西南の戦争中に捕虜した東南アジア諸国の兵士を連れて朝鮮に行き、東南ア
ジア諸国の援軍と宣伝した。これに対し、朝鮮はその真実を知っても、明の意に応じて、
国内で東南アジア諸国の来援を宣伝した。このように、東アジアにける日本を敵とする連
盟は、明の輿論宣揚によって形成された。講和期に、日本に明を中心とする東アジア秩序
の副中心という空名を与える明の考えが生じたが、講和決裂のため、最初の意図に戻り、
日本に敵対する明を中心とする新しい東アジア海域秩序の構築に進んでいた。戦後、薩摩
の侵略危機に直面した琉球は、明・朝鮮の日本制御を聞くと、戦前の観望や中立の態度を
変え、明・朝鮮聯軍へ接近し、日本を敵対とする結盟を求めた。このように、文禄・慶長
の役の結果として日本と対峙する東南アジアや朝鮮や琉球を含む明を中心とする新しい
東アジア海域秩序は、輿論の宣揚や実際の諸国行動によって形成した。 
 
第五章 明と朝鮮の琉球両属認識の形成 
薩摩侵攻後に、琉球は密かに日本の指示に従って明へ朝貢を求めた。明は琉球が倭の指
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示を受けたと断定しても、推断により琉球の朝貢を突然拒否すれば、四方夷狄を懐柔する
原則に違反すると考えた。このため、明は琉球の通例貢物を受けた。しかし、明はこれ以
後の琉球貢期を十年一貢に改定して実質絶貢の意を表し、琉球の中日両属を容認し難い姿
を示した。琉球が倭との関係を断絶するこそ、旧貢が恢復できるとも言った。またこの時
期の薩摩侵攻の情報と明琉の交渉情報も漸次朝鮮に伝えられた。朝鮮は各情報に基づいて
明が琉球へ出兵しなかったのは、単純な放棄ではなく、琉球が明への「誠信」を示さなか
ったためであったと認識した。しかし、それ以後の国内政治動乱のため、明と朝鮮におけ
る薩摩侵攻の歴史像が変容しつつであった。清末中国や朝鮮における明の「容認」あるい
は「棄置」のため琉球両属問題から形成された認識は、恐らく明末以降の薩摩侵攻の歴史
像が変容しつつであった結果である。 
 
第六章 南明情報の日本伝来とその影響  
明清交替時期に、清朝が北京を占領すると、明朝の残存勢力は清朝と対抗するため中国
南部に弘光・隆武・魯監国・永暦という南明政権が続々と成立し、南明政権に関する情報
も主に唐船により次々と日本へ伝えられた。従来からよく知られている日本乞師以外に、
これらの情報は日本にどのような影響を与えたのかは充分に明らかにされていない。南明
政権が相次いで滅亡した情報が日本に伝えられたと、危機感がある日本は清朝商人との貿
易を禁じると同時に、中日貿易を全面的に断絶し、中国に代りオランダから全ての必需貿
易品を輸入する考えがあったが、オランダが維持できないと知った後に近世の清日貿易を
初めて開いた。また、魯監国政権は永暦政権と明の正統性を競争に、日本へ加勢を求める
公文の中に永暦政権の情報を隠蔽した。このため近世における日本の南明認識も混乱した。 
 
第三篇 19世紀東アジアにおける中国秩序と対外情報の曲筆 
第七章 アヘン戦争直後の福州開港をめぐる清朝・英国と琉球 
アヘン戦争の直後に、清は福州の開港に反対し、イギリスと多くの交渉を重ねた。この
理由についてこれまで重視されていない琉球館の要因があり、清が属国の面前に国威を守
る配慮があった。イギリスも琉球館の要因を重視し、福州の開港を堅持したのみならず、
清の暗中阻止があっても領事館の立地を琉球館の附近に選定し、琉球朝貢の際に主動的に
琉球館を訪問し“南京条約”の原文を伝えた。琉球は恐らく清を怒らせないように、イギ
リスの訪問を清に報告したが、“南京条約”の原文を隠した。このように国威堅持の問題
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をめぐり、アヘン戦争の直後に清と琉球の間に微妙な関係を明らかにした。 
 
第八章 19世紀後半期の清国と周縁国における洋擾情報の錯綜 
アヘン戦争後の西洋衝撃に対し、朝鮮・琉球は周辺諸国の西洋対応情報を探偵しながら、
各自の西洋対応策を制定した。これまでの研究は朝鮮と琉球の西洋対応は互いに何かの影
響があったことは注目されていない。朝鮮・琉球は朝貢使の情報収集を通じて相互間が同
じ西洋衝撃に遭遇し、清も両国の西洋衝撃に同じ干渉があると判断した。両国が相手国に
自国の西洋情報を隠蔽し、また清が相手国への干渉による効果を探索した。朝鮮への西洋
情報隠蔽は近代における琉球の朝鮮漂流民送還制度を影響した。琉球から得た偽情報も朝
鮮の攘夷策に影響した。このように西洋の衝撃に対する朝貢国間の連関を明らかにした。 
 
第九章 李揚才の乱の日本伝播と琉球帰属問題 
1878 年に清朝旧武官李揚才は兵士を率いて安南の李朝遺族の名義でベトナムへ侵入し
た。ベトナムは清への請兵を借りてフランスに抵抗しようとし、清も出兵を利用して藩封
体系を強固にし清日琉球紛争に圧力を与えようとした。清・ベトナムの行動に対し、日本
は琉球帰属の談判中に国際法を利用し清朝の出兵を責めた。また一部の新聞記事において
日本へ伝えられた李揚才に関する報道が改竄された。この改竄により日本の清朝像を弱体
化した。その改竄理由について、清日琉球談判の破裂によって行われる可能性が高いと見
なれる清日戦争のため、日本国民の闘争心を激励しようとした意図があったと考えられる。 
 
 
